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＜連絡事項＞

· ＯＴ学生（大橋さん）の実習明日まで。

· 入浴料・洗濯料の受け取り金記載は、何の料金かを細かく記載する。スタッフの入浴料については、どの部門での集計となるのかを記載する。

例）○○様（洗濯料）￥100

　　△△　（デイケア集計）￥100　


＜業務改善＞

○プログラム検討

· 週間予定表を新規で作成中。本日中に仕上げる為、その後月間予定表の入力を依頼していく。

· 下半期から、木曜日に2時間使用出来るプログラムの枠を組み込む予定。プログラムの軸はずれないように調整していく。

○環境整備

· 換気扇の掃除は終了。今後は、月初め１日に実施していく。

· 手すりのハイタ―消毒終了している。

· 掃除機を発注済み。メンバーから外から見えるため風呂場の窓を開けることが出来ないと訴えあった為、窓用ブラインドを発注する予定。

○新書式検討

· 9/15までにケアマネジメントマニュアルに沿った面談を実施。

· カルテ書式は、書類全体を使用して行く流れを記載して稟議書を作成中。各書類の使用方法も、基準手順書の形で添付する為、現在見直し・作成作業実施中。

＜デイケア事例検討＞

高柳　和子様（51）統合失調症

検討内容今後の対応と青山荘からの情報提供

前回検討内容
· 本人の不安解消のため、単身となった場合に生活で必要となる事について具体的に話をして、解消に努める。

· 「誰も話し掛けてくれない」等の対人面での訴えが聞かれている為、スタッフが他者との仲介を行い、関係作りを行っていく。

前回検討後の様子
· 必要時には自分から話をする事が出来ている。休憩時間など、スタッフが仲介すると話をする事が出来るが、スタッフが席を外すと会話が止まってしまう。

· デイケアで過ごしている間は、一ヶ所に留まっている事や自分から話し掛ける様子は少ない。

· プログラム中であれば自分から積極的に話をすることや、SSTではリーダーを申し出ることが出来ている。

· 一人で過ごす時間に対して、「寂しい」との発言は聞かれるが、一人の時間を有効活用することが出来ていない。反面「自由な時間が欲しい」とも訴えている為、１人でいる時間を本人がどのように捉えているのか不明。

· ８月までは単身生活に対しての動きが無いことへの不安を訴えていたが、8/25にアパートを下見に行ってからは、不安は無いと話している。アパートについては、弟様に見てもらい契約を結ぶだけと本人から報告を受けている。

· 今後のデイケア利用は、水・木・金曜日での継続を希望されている。

青山荘からの情報
· アパートについては入所当時から支援を行っていくことは伝えてあったが、不安を通所にて訴えてきたことに関しては、自分を気にして欲しいという意思表示の一つではないか。

· 8/25にアパートを３ヶ所見ており、今後弟様と見に行く予定。弟様と見学に行った際に仮契約を行っても良いことを伝えると、本人も乗り気な様子。

· 青明舎とのつながりを作っていく為に、ケース検討会を実施。

· 青山荘では相手の事を気にするあまり時間を気にかけながら話をする事や、周囲の物音に敏感に反応するなど、意識が散漫な様子あり。

· 内服に関しては、「どの程度効くのか」等、効果を気にする事があるが、服薬は問題なく行えている。

· 料理や掃除などの日常生活動作には問題なく行うことが出来ているが、自己効力感の低さがあり、青山荘退所後には再入院を防止する為にも、生活のはりをどのように持たせるかを検討する必要がある。

· 退所後は、訪問看護を月曜日、デイケア利用を水・木・金曜日に利用予定（本人希望）。スタッフとしては、火曜日もデイケア利用をしてもらいたいと考えている。

· 退所後は、近隣に住んでいるご兄弟へ月に一度は本人宅を訪問していただけるよう、退所時に確約をもらう予定。

デイケアでの今後の対応
· 単身となった場合に生活で必要となる事については、今までの生活歴から見ても問題なく行えると考える。

· 対人面での不安に対して介入し、スタッフが間に入っての他者との関係作りを継続していく。

· １人でいる時間については、本人がどのように捉えているのかを確認していく。

· 今後のデイケア利用をする中で、生活に張り合いを持つことが出来るように、本人との関係性の構築を行っていく。

＜外来情報＞

細越　定生様～検査結果の説明行い、Hba1C7.1 と前回より改善傾向見られている。全体的に値は改善している。体重は自己申告で117kg。

小野寺文明様～夏ばてにより体重は1kg減少したとの事。足の痛みはないとの事。

船場　幸子様～夏ばてしないように日中はエアコンの聞いた場所にいるとの事。27日にお姉さまの面会があったことを報告。ふらつきはあるが、何かにつかまれば大丈夫と話す。

長瀬紘一郎様～明日平和病院の受診日と報告。

久慈　邦夫様～エアコンがあるから夏ばてはしていないと話しているが、夏ばてにより食欲が落ちていると矛盾した報告あり。体重は3kg減少し57.4kgとの事。新聞のコピーを持参している。

柳町　信之様～便が硬く最近は出血があると報告。野菜ジュースは飲んでいるが野菜は摂取していないとの事。テレパシーは変わりなく聞こえていると話している。

山田　吉夫様～昨日ATMの利用に出掛けたあと、無断でパチンコ店に行っていたと情報あり。又、青山荘内で盗食していると情報あり、本人へ窃盗罪となることを注意している。

上久保善郎様～頭痛で1日仕事を休んだと話しており、炎天下で帽子をかぶらず2時間ほど作業を行ったことが原因と話す。今は長いもの薬かけを行っているとの事。体重は自己申告にて88.8kg。

中居美津子様～熱中症気味で水分を摂るようにしているとの事。前回のセンナリドが多かったとの事で、今回は処方していない。

神山　和典様～夏ばてはせずに頑張っていると話している。

前野　義勝様～痛み止めはまだあると話しており、足の痛みは良くなってきたと話す。食事を抜いて服薬すると副作用が出るのか確認しており、朝食摂取せずに服用した際に耳鳴りのようなものがあったと報告される。

















































